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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※

駅伝三位のかながわAチーム

総合車両センター会議室での交流風景

2 0 1 6 年

荒川区西日暮里2- 5 5 - 1

国鉄労組東京地方本部

発行責任者　鎌田博一

編集責任者　常盤達雄
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1 2 月 5 日

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

組
織
拡
大
・
青
年
部
育
成
へ

学
習
交
流
会
開
催

　
　
　
　
　
　
八
王
子
地
区
本
部

地
本
組
織
対
策
オ
ル
グ

大
井
工
場
支
部

東
日
本
本
部

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会

鈴
木
さ
ん（
蒲
田
駅
）　が
優
勝

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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国
労
八
王
子
地
区
本
部
は
、
一
一
月

二
〇
日
〜
二
一
日
に
長
野
県
別
所
温
泉
に

お
い
て
、
青
年
部
組
織
対
策
学
習
交
流
会

を
開
催
し
た
。
東
京
地
本
か
ら
常
盤
教
宣

部
長
、
中
嶋
青
年
部
長
が
、
東
日
本
本
部

か
ら
は
宮
﨑
副
委
員
長
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
こ
れ
ま
で
国
労
が
積
み

重
ね
て
き
た
学
習
と
交
流
を
基
軸
に
、
組
織

強
化
・
拡
大
と
労
働
条
件
改
善
を
取
り
組
ん

で
き
た
伝
統
と
運
動
を
、
青
年
部
に
継
承
し

て
い
く
事
を
目
的
に
開
催
し
、
青
年
部
と
国

鉄
組
で
も
五
〇
代
前
半
の
役
員
・
組
合
員
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

交
流
会
で
は
ま
ず
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
労
働
組

合
論
」
を
テ
キ
ス
ト
に
読
み
合
わ
せ
、
学
習
を

行
っ
た
。
賃
金
切
り
下
げ
の
問
題
、
労
働
強
化
の

問
題
、
労
働
組
合
の
組
織
性
な
ど
、
一
〇
〇
年
以

上
昔
も
、
現
在
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
実
態
を

改
め
て
学
習
し
た
。そ
の
後
職
場
交
流
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
職
場
の
問
題
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
「
会
社
は
確
認
を
し
ろ
と
言
う
。
そ
の
都
度
確
認

す
る
事
が
重
要
な
の
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。

で
も
事
故
は
発
生
す
る
。『
確
認
し
ろ
』
だ
け
で
は

事
故
は
防
げ
な
い
」「
事
故
速
報
で
は
、
事
実
は
書

い
て
あ
る
が
、
背
景
は
書
い
て
い
な
い
」「
凡
事
徹

底
を
言
う
が
、
個
人
の
頑
張
り
で
事
故
を
防
ご
う

と
し
て
い
る
」「
会
社
は
昔
は
文
句
を
言
う
人
を
叩

い
た
。
今
は
ミ
ス
す
る
人
を
叩
く
」「
事
故
が
発
生

し
た
時
に
、
な
ぜ
発
生
し
た
ん
だ
？
で
は
な
く
、

誰
が
や
っ
た
ん
だ
？
と
い
う
職
場
の
雰
囲
気
」「
ミ

　
東
京
地
方
本
部
は
、
一
一
月
一
七
日
に
定
例

の
組
対
オ
ル
グ
を
行
い
、
今
回
は
東
京
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
の
組
合
員
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

　

会
場
は
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
を
借
り
、
大
井
工
場
支
部
の
組
合
員
一
二

名
と
、
地
方
本
部
か
ら
三
名
の
執
行
委
員
が

参
加
し
た
。
交
流
で
は
ま
ず
木
村
・
支
部
委

員
長
か
ら
、
こ
の
間
の
組
織
拡
大
へ
の
取
り

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、「
昨
日
一
六
日
の

全
分
会
長
会
議
で
意
思
統
一
さ
れ
た
組
織
拡
大

を
、
今
日
の
オ
ル
グ
を
契
機
に
一
層
強
化
し
て

い
こ
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
続
い

て
地
本
・
佐
藤
組
織
部
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

地
本
の
取
り
組
み
が
話
さ
れ
、
一
層
の
組
織
拡

大
へ
の
取
り
組
み
強
化
の
要
請
が
さ
れ
た
。　

　

こ
の
あ
と
交
流
に
移
り
、「
青
年
が
他
労
組

を
脱
退
し
た
。
国
労
に
勧
誘
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
加
入
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
理
解

は
し
て
も
ら
え
る
が
、
困
難
さ
も
つ
い
て
ま

わ
る
」「
粘
り
強
く
交
流
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
」「
国
労
の
職
場
で
の
仕
事
の
信
頼
度
を

活
か
し
て
い
く
」「
技
術
継
承
も
大
事
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
支
部
と
し
て
、

「
就
職
し
て
一
〜
二
年
の
未
加
入
者
を
対
象
に
勧

誘
を
し
て
い

く
」
な
ど
の

目
標
と
、「
今

年
こ
そ
新
規

採
用
獲
得
を

目
指
し
て
い

く
」
な
ど
の

決
意
が
表
明

さ
れ
た
。

　

今
後
も
地

方
本
部
は
各

支
部
・
地
区

本
部
に
伺
わ

せ
て
い
た
だ

ス
を
し
た
社
員
に
対
し
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
」「
ミ
ス
を
し
た
後
は
、

会
社
に
行
く
の
に
戦
場
へ
行
く
よ
う
な
気
持
ち
、
と

言
う
人
ま
で
い
る
」「
会
社
の
施
策
は
、
社
員
を
追
い

詰
め
、逃
げ
道
を
ふ
さ
ぐ
や
り
方
」
な
ど
駅
、乗
務
員
、

設
備
系
と
変
わ
ら
な
い
会
社
の
や
り
方
を
交
流
し
合

っ
た
。

　

今
後
も
、
地
区
本
部
は
組
織
拡
大
と
と
も
に
、
青
年
部

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
全
体
で
確
認
し
あ
っ
た
。 　

一
一
月
一
二
日
に
国
労
東
日
本
本
部
は
第
二
一

回
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
皇
居
外
周
コ
ー

ス
で
開
催
し
、
東
京
地
本
か
ら
も
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。

　

な
か
で
も
、
個
人
の
部
で
優
勝
し
た
鈴
木
博
文

さ
ん
（
蒲
田
駅
）
は
、
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

第
三
七
回
国
労
東
京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
優

勝
と
あ
わ
せ
、
二
〇
一
六
年
の
二
冠
を
達
成
し
た
。

　

ま
た
、
駅
伝
の
部
で
は
、
か
な
が
わ
Ａ
チ
ー
ム

が
三
位
に
入
っ
た
が
、四
区
の
神
田
順
二
さ
ん（
十

日
市
場
駅
）
が
区
間
二
位
、
そ
し
て
、
最
終
六
区

を
走
っ
た
、
個
人
の
部
優
勝
の
鈴
木
さ
ん
の
区
間

賞
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

東
京
地
本
か
ら
参
加
の
方
の

主
な
成
績
（
個
人
の
部
）

優
勝　

鈴
木
博
文　

蒲
田
駅

三
位　

戸
嶋
茂
樹　

南
柏
駅

四
位　

金
子
恒
典　

さ
い
た
ま
車
掌
区

六
位　

高
橋
隆
治　

隅
田
川
機
関
区
Ｏ
Ｂ

き
な
が
ら
、
地
本
と
現
場
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
活
発
に
し
、
組
織
拡
大
を
目
指
し
て
い

く
の
で
協
力
を
お
願
い
す
る
。



第 19代 高校生平和大使・作山さん

福島県新地町役場から、海岸および新地駅方向

2017年1月14日（土）

　　　　皇 居 1 周 およ び  2 周
12 時開会式　12 時 30 分スタート

国労東京新春マラソン大会

参加費 500 円 各地区本部・支部へ
申し込みを

フ
ク
シ
マ
交
流

原
発
事
故
現
地
を
視
察

打
倒
安
倍
内
閣
！

治
安
体
制
づ
く
り
を
許
す
な

J
A
L

不
当
解
雇
撤
回
!
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報
告
を
受
け
た
。
福
島
県
教
職
員
組
合
・
瓶
子
副

委
員
長
か
ら
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
転
校
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
生
徒
と
教
師
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
る

こ
と
、
度
重
な
る
転
校
が
生
徒
の
学
力
低
下
や
不

登
校
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
管
内
に
原
発
を
抱
え
る
北
海
道
・
静
岡
な

ど
各
エ
リ
ア
本
部
・
地
本
か
ら
取
り
組
み
の
現
状

の
報
告
が
あ
り
、
二
日
間
の
交
流
を
終
了
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
原
告

団
は
、
社
会
的
世
論
を
喚
起
し
て

一
日
も
早
い
早
期
解
決
を
迫
る
た

め
に
、
国
労
本
部
に
も
支
援
の
要

請
が
あ
り
、
一
〇
月
か
ら
一
二
月

に
か
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
、
各
級
機
関
が
参
加
し
て
き

た
。
一
一
月
四
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
本

社
大
包
囲
行
動
・
デ
モ
行
進
が
行

わ
れ
、
東
京
地
方
本
部
か
ら
も
多

く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
早
期
解

決
を
訴
え
て
き
た

こ
の
解
雇
が
経
営
破
た
ん
を

利
用
し
た
「
闘
う
組
合
つ
ぶ
し
」
で
あ
り
、
不

当
労
働
行
為
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
と
し
て
、
昨
年
二
月
の
最
高
裁
不
当

決
定
後
も
闘
い
を
継
続
し
て
い
る
。
東
京
地
方

本
部
は
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

不
当
労
働
行
為
根
絶
に
向
け
、
共
に
闘
っ
て
い

く
の
で
、
各
組
合
員
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
す
る
。

　

一
一
月
二
六
日
〜
二
七
日
に
国
労
本
部
主
催

の
、
第
四
回
フ
ク
シ
マ
交
流
が
行
わ
れ
、
東
京
地

本
か
ら
も
五
名
が
参
加
し
、
原
発
事
故
の
現
地
の

現
在
の
様
子
な
ど
を
視
察
し
交
流
を
行
っ
た
。

　

二
六
日
は
福
島
駅
か
ら
バ
ス
で
原
発
事
故
被
災

地
に
入
り
視
察
を
行
っ
た
。
大
震
災
か
ら
五
年
八

ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
依
然
と
し
て
進
ま
な
い
復

興
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
商
店
街
、
荒
れ

放
題
の
民
家
な
ど
、
痛
ま
し
い
傷
跡
を
ま
ざ
ま
ざ

と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
地
元
の
国
労
組
合
員
は
「
除

染
は
終
わ
っ
た
が
、
破
損
が
ひ
ど
く
家
に
帰
る
こ

と
は
難
し
い
。
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン

一
一
月
二
九
日
に
「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
九
六
条
改
悪
反

対
連
絡
会
議
」
は
一
一・二
九
安
倍
内
閣
打
倒
労
働

者
集
会
を
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、

戦
争
へ
と
続
く
道
Ｎ
Ｏ
！
労
働
者
一
歩
前
へ
！
を
訴

え
た
。
国
労
東
京
か
ら
も
組
合
員
が
参
加
し
、
多
く

の
参
加
者
と
と
も
に
安
倍
内
閣
打
倒
を
訴
え
た
。

　

集
会
で
は
、
名
古
屋
学
院
大
学
・
飯
島
教
授
か
ら

「
戦
争
へ
と
向
か
う
安
倍
政
権
の
治
安
体
制
づ
く
り

を
ゆ
る
す
な
！
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講

演
の
中
で
飯
島
教
授
は
「
徴
兵
制
に
つ
い
て
、
安
倍

政
権
は
ハ
イ
テ
ク
化
し
た
戦
争
で
は
徴
兵
制
は
不
要

と
言
う
が
、
ハ
イ
テ
ク
化
し
て
い
る
の
で
女
性
や
子

供
で
も
操
作
は
可
能
。
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
最
初
の

犠
牲
者
は
『
真
実
』
だ
（
米
の
上
院
議
員
の
言
葉
）。

秘
密
保
護
法
は
情
報
隠
ぺ
い
の
た
め
に
必
要
。
敵
に

情
報
を
流
さ
な
い
為
で
は
な
く
、
国
民
に
知
ら
せ
な

い
た
め
。
共
謀
罪
新
設
の
動
き
。
仮
に
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
反
対
の
人
た
ち
が
『
相
談
』
し
た
だ
け
で
罪
に

な
る
。
通
常
は
犯
罪
を
実
行
し
た
ら
罪
に
な
る
が
、

こ
れ
は
相
談
し
た
だ
け
で
罪
に
な
る
。
た
だ
し
、
会

話
の
証
明
が
必
要
な
の
で
、
盗
聴
や
密
告
が
当
た
り

前
の
世
界
に
な
る
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
危
惧
さ
れ
る

事
、
現
在
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
状
態
な
ど
、

戦
争
に
向
か
う
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
が

さ
れ
、
そ
の
中
で
、
沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
・
木
村
事
務
局
長
か
ら
は
「
東
京
か
ら
高

江
や
辺
野
古
へ
来
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
け
れ

ど
、
今
の
職
場
状
況
は
、
組
合
員
一
人
を
派
遣
す

る
の
も
、
休
み
を
取
る
の
も
大
変
な
は
ず
。
送
り

出
す
職
場
に
運
動
が
あ
っ
て
初
め
て
送
り
出
せ
る

事
を
、
私
た
ち
も
わ
か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
話
が

さ
れ
た
。

　

最
後
に
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
九
六
条
改
悪
反
対
連
絡
会

議
・
山
口
共
同
代
表
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
安

倍
内
閣
打
倒
を
全
体
で
誓
い
集
会
は
終
了
し
た
。

国
労
東
京

　
無
料
法
律
相
談

が
住
み
着
き
、住
め
る
状
態
で
は
な
い
」
と
話
し
た
。

　

二
七
日
は
学
習
交
流
会
が
行
わ
れ
、
前
半
で
水

戸
地
本
の
仲
間
か
ら
、
常
磐
線
復
旧
を
は
じ
め
と

し
た
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

　

後
半
は
会
場
を
移
動
し
、
現
地
学
習
交
流
会
が
行

わ
れ
、
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
半
澤
副
代
表
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
そ
の
後
、
高
校
生
平

和
大
使
の
加
藤
さ
ん
・
作
山
さ
ん
の
活
動
報
告
を
受

け
た
。
講
演
で
は
、
狩
野
い
わ
き
市
議
か
ら
「
原
発

労
働
者
の
実
態
と
権
利
擁
護
の
闘
い
」
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、原
発
職
場
に
お
け
る
劣
悪
な
労
働
環
境
・

賃
金
・
福
利
厚
生
な
ど
の
不
十
分
な
事
実
に
つ
い
て

毎
月
第
二
水
曜
日
（
除
８
月
）

１
４
時
〜
１
６
時
（
一
回
３
０
分
）

で
き
る
だ
け
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

 

第
一
〇
六
回
拡
大
地
方
委
員
会

　

二
〇
一
七
年
春
闘
勝
利
と
、
組
織

　

拡
大
に
向
け
て
、
第
一
〇
六
回

　

拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
・
２
月
１
８
日
（
土
）

　
　
　
　

１
０
時
開
場
・
１
０
時
３
０
分
開
会

　

場
所
・
新
橋
交
通
ビ
ル　

地
下
ホ
ー
ル

　
傍
聴
を
歓
迎
し
ま
す


